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＜患者様連絡事項＞

・田端　テル様～2/18（水）16：00、長男夫婦が来院し西Bミーティング室にて施設入所に関する家族面談行っています。施設入所に関して「自信がなくなった。頭が痛い。脚が痛い。駄目なんです。苦しいんです。先生助けて、病院で治療していきたい」と話し泣き崩れるように机に伏す事あります。

　　　　　　　　御家族様は「今の状態だと施設入所に連れて行けない。施設に入所したとしてもすぐ逆戻りになる」と話し、今回の施設入所は見送りとなりました。徐々に暖かくなったら、施設見学等を行い準備をしていく事となります。また面談後準夜帯では、本当は行きたかった、具合が悪くなんなきゃいけたのに仕方ないよね」と話す事あり。今後も精神症状の観察を行っていきましょう。

・上野　康弘様～本日田面木AAに参加しています。「予想通りだった。人数が多くて良かった」と話しています。来週の自助グループ参加については、田面木公民館になると思うと話し、東公民館は退院してから自分で行くと話しています。また家族勉強会と退院日の日程については御家族様へ本人から

2/27（金）の最後の診察までに連絡をとってもらう事としています。

今週末の外泊訓練は御家族の都合により行いません。

・中森みや子様～本日9:30弟様の迎えあり、社会保険事務所へ厚生年金受給手続きの為外出に行っています。また病院へ現在預かっている通帳が２つある為、

１つにまとめる様検討中。再度手続きが必要の為、その際も弟様と共に本人様と外出する予定となっています（日時未定）帰院後、本人様より「電話で5/20頃家に行ってみたいと弟に話してある。その際病棟スタッフはついてきてくれるんですか？」と話す事あります。今後に向けて必要であればスタッフも付き添う事説明しています。また弟様より家族勉強会は都合により参加は難しいとの事でした。

・小笠原 禮子様～本日娘様より迎えあり10:30より外出に行かれ無事帰院されていま

す。

・田中 ミサオ様～ 洗濯洗剤が無くなっており、御家族様へ連絡しても繋がらない状態

　　　　　　　　　です。留守電に残しています。

・中島　純子様～薬事情報を記した書類を本人様へ渡しています。

・阿部　文香様～御家族様が明日ラジカセを持ってくるとの事ですが、衝動行為により怪

我・破損の恐れがある事を御家族様へ説明して了承を得た上で使用して頂く様お願いします。

・漆畑　圭子様～これからアルコール依存症プログラムも３期に突入し外泊訓練も開始しますが、旦那様とは別居中でご自宅へ１人で外泊となる予定です。息子様が家まで送迎を行っていくとの事です。主治医より1回目の外泊の経過をみて問題があれば今後検討するとの事でした。

＜Dr安ヶ平　診察＞

・浅水　洋様～　主治医より御家族様の了解を得たら退院してもよい事説明しています。

　　　　　　　　　また以前の生活については「酒を飲まない自信はない」と振り返っています。

・久保　清美様～低血糖時予測指示、2/18（水）～14日分処方となっています。

・市川真紀子様～診察時「パプ（父）とスタッフと出かけたい」「４錠ある薬を３錠に

減らしてほしい。１つは美容の薬で私には必要ないから」等妄想様 言活発に聞かれ、主治医より薬の説明をしています。2/25（水）に

ハロマンス（精神神経用剤）（100）1Aの指示あり。診察時に実施するとの事です。

　・出河　攻様～　イライラ感訴え無く、主治医よりダイエットについて良くなってきてといると説明受けています。衝動行為・他者とのトラブルに注意していきましょう。

　・小保内千夏様～終始イライラした様子見られ、主治医の質問にも素っ気なさ見られています。今後も精神症状の観察を行っていきましょう。

・中川原義雄様～本人希望にてナパゲルン軟膏（消炎鎮痛剤）が1本処方となっています引き続き、肩・腰等の疼痛の有無を確認して行きましょう。

・平　勝利様～　診察時、砂糖使用希望あり。１日１本までなら許可となっていますが、

　　　　　　　　本人様コップ１杯につき砂糖を10本入れる事があるとの事ですので、自己管理出来ない様であればスタッフ預かりも検討していきましょう。

・中島　純子様～診察時、イライラについては「落ち着きました」と話しています。

　　　　　　　　本人様より夜間の皮膚の痒みがある事・薬が効かない事話しあり、

本人が入院時持参していたアレルギールを御家族様から持って来て頂き服用していい事主治医より説明受けています。御家族様が持って来るまでの屯用としてタベジール（抗ヒスタミン剤）1T 1日2回まで（14回分）処方となっています。

タベジール服用の間隔は時間を空けなくても痒い時１日２回までならよいとの事です。また本人様より「私は旦那に依存している部分があって、いつも絶対離れないんです」と話す事あります。

19日にマーベロンが飲み終わりますが次回服用開始は１週間空けてからの2/27～となります。本人様もマーベロン用カレンダーを持っているとの事です。また「生理が始まると腰痛が出てくる為、カロナール（解熱鎮痛消炎剤）を準備しておいて下さい」と希望聞かれています。

＜看護度評価・検討＞

・浅水 洋様,下野 正男様,漆畑 圭子様,七崎 之利様～Ｃ-Ⅳ（症状は安定している・社会復帰援助）

＜栄養より＞ 

　・西川　和恵様～血液検査データに異常はありませんが、体重41㎏,BMI 16.1となっています。副食を食べない事が多い事から、本日夕より大盛りへ食事変更し特食側でお膳を準備していましたが「自分で取る」と話し介入要しています。 主食大盛りで１ヶ月ほど様子を見て、必要であればエンシュアも検討していく事になります。食事についたスタッフは声掛け・介入行っていきましょう。

